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1私が油絵をやりだしたのは，60歳を目前にした
ある年のことであった。市で主催する短期の絵の
講習会に，真新しいキャンパスと絵の具をかかえ
て，多少おどおどしながら参加した。
絵の講習会では，まず“対象”（静物だとかモ
デル）が与えられて，デッサンから始まる。正確
に描写できる人もいれば，なかなか形のとれない
人もいる。対象の特徴をとらえた鋭いデッサンも
あれば，丸みを帯びた丹念なデッサンもある。そ
の次は“色塗り”である。これこそ最初から人に
よって大きく異なる。例えば赤い花が対象であっ
ても，赤を最初から塗るとは限らない。赤といっ
ても種々の赤があり，また，“塗り方”も，激し
く塗る人もあれば，しっかりと丹念に塗っていく
人もある。従って，まったく同じ対象を描きなが
らその色，手法の選択の差によって，完成作品は
千差万別である。
数学の研究もまったく同じであると私は思っ
た。しばしば，高校時までの数学体験しか持たな
い人から，“数学は答えが一つでいいですね”な
どと言われて困ってしまうことがあるが，少なく
とも研究段階ではそうではないのである。あるテ
ーマをもって研究をはじめる。まず初期段階にお
いても，そのテーマを一方向から鋭く切り込む人
もいれば，明確に問題点を整理していく人もいる。
勿論，この時点で焦点がなかなか定まらない場合
も多い（デッサン段階）。さて各段階から次の段
階へと進むとき，論理的に整合する選択肢が 1つ
とは限らない場合が多い。その選択において，各
人の，“美意識”が大きく作用すると思っている
（それを明確に意識しているかどうかは別にし
て）。結果として，同じテーマから出発したのに
も係らず，論理の展開が異なり，人によってかな
り異なった理論体系が構築される。勿論，成果ら
しい成果が出せぬ場合も多いが・・・。
“美意識”の役割は途中の段階での選択におい
てだけでなく，テーマの選択にも関わってくる。
このことは数学だけでなく，他の科学でもその役
割の制限の強弱こそあれ，同様ではないかとひそ
かに思っている。もしそうだとすれば，“美意識
は科学の方向，ひいては社会の方向を決定する”
という極端かつ独断的な言い方も可能であろう。
私は“極端”な言い方が好きなのでこれを採用し，
“美の社会的意義”と勝手に呼んでいる。もし異
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星人がいるとすれば，かなり“美意識”は異なる
に違いない。それに応じて，その基礎的な論理構
造は変わらぬとしても，科学の展開はかなり異な
った様相を呈しているであろう。ある分野は地球
のそれより遥かに進展しているが，ある分野は遅
れているかも知れない。
私はここで“美意識”という言葉をはなはだ曖
昧に用いている。それを定式化する力はないが，
ただ人間を人間足らしめている何か根源的なもの
の 1つであり，それを美そのものに集中して表現
されたものが，アーティスト達の作品であり，美
意識の結晶であるといったような（まだまだ曖昧
な）イメージをもっている。
上で述べたことは極端といえるが，考察に値す
る問題を含んでいると思う。いわゆる“東洋美術”
と“西洋美術”の違いは，それぞれの科学の発展
の違いと無関係なのだろうか？絵画の世界では，
19世紀後半の印象派革命に端を発して，20世紀前
半に種々の絵画の革命，改革運動が生じた。それ
らが20世紀前半の相対性理論，量子力学の発見及
び展開，ヒルベルト等を中心とする現代数学の新
しい波（その代表選手の一人であるフォン・ノイ
マンの仕事は，当時の卓越した古典数学者をして
“これが数学か？”と言わしめたものであったこ
とを付け加えておく）等と内的関連性はないだろ
うか？
勿論，個々の科学者の中には美術に関心を持た
ない人もいるし，ピカソやマチスなど現代美術が
大嫌いだという人もいる。いかにモナ・リザが立
派な作品であろうと，ピカソがいかに偉大であろ
うと，個々の作品の具体的な影響を論じることは
不可能であろう。私は，過去から現在までの美術
作品に触れるとき，それらがいかに美を通じて，
人間の感性に置かれた種々のバリアーを取り除
き，その力を拡大し，深めていったかに深く感銘
する。多くの卓越したアーティスト達の努力が，
多くの人々の感性を豊かにし，その時代特有の美
意識を形づくっていったのだと思う。たとえ，美
術作品に直接触れることがなくても，美に無自覚
であっても“時代の美意識”に，科学者といえど
も無縁ではありえないと思う。実は，現代数学と
他の自然科学との間にも似た関係がある。現代数
学の結果それ自体は他の自然科学の結果に直接関
わりがないことが多く，しばしば現代数学は敬遠
されることがある。私は，数学者は“科学探求の
手段”としての“表現”に関する種々のバリアー
を取り除いていくという役目をも持っていると思
う（その意味でアーティストの役割との類似点が
ある）。古い例では，数学者による新たな幾何学
の展開が，ある種の感性のバリアーを取り除き，
たとえその幾何学を勉強していなくても，アイン
シュタインの才能をして相対性理論の発見を可能
にしたというのは，数学者による身びいきだろう
か。近くの例では，まさに現代数学の発展がなけ
ればおそらく不可能な“超ヒモ理論”がある。も
っとも，この理論は余りにも数学に依存している
ので，かならずしも評判が良いとはいえないよう
だが・・・
ともあれ，芸術・文学・思想等だけではなく科
学まで考察して，その内的構造の探求まで試みた
総合的な人間の精神文化史というのがあっていい
と思うのですが・・・もしご存知のお方はお教え
ください。
さて，美術と数学には，次の類似点もある。そ
れは，プラグマティックな意味で役に立たないと
いうことで，不景気なときは予算縮小の対象にさ
れやすい点である。確かに数学の結果それ自体が
すぐに役に立つことはあまりないし，尊敬すべき
コマーシャルアート，嫌悪すべきプロパガンダ芸
術を除いて，美術に即席の効用は期待できない。
近年，人工知能－ロボット－が話題になっていて，
いかに人間に近づけるかが大きな目標である。そ
れの試金石として“ロボットに数学ができる
か？”，“絵が描けるか？”が考えられている。前
者については，かなり進んでいて，初等幾何のあ
る問題が解けたり，チェスのチャンピオンを破っ
たりの段階までいっているようである。私は，
“数学は論理による知的ゲーム”とは考えない立
場なので（絵を色彩ゲームとは思わないのと同
じ），高等数学が展開できるロボットが可能とは
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思えない。絵についても，与えられた対象の形を
かなり正確にとり，それに応じた色を塗るロボッ
トは，遠からずには可能であると思う。即ち，初
等的な写実画ならロボットにも可能であろうと思
う。ところで，写実にしても画家はしばしば同一
対象で数枚の絵を描くことがある。同一なものは
ひとつとしてなく，それぞれが独自の趣を持って
いる。この同一でないということが重要であって，
そこに創造の秘密が潜んでいるのではないか？お
そらくロボットが同一条件で同一対象を複数描く
とき，それらはほとんど同一なものになるであろ
う。ロボット・アートという新しいジャンルがで
きることは，否定しないが・・・。
私見では“美を創造する”，例えば“絵を描く
仕組み”は最後まで残る謎の 1つではないかと思
っている。いいかえれば，“数学をする”，“絵を
画く”といった行為は，人間の根源に関わった行
為であると思う。たとえ，その成果が大したもの
でなかろうと，よい絵でなかろうと，“数学をす
る”，“絵を画く”ことに費やした時間は，人間ら
しく生きた時間であり，プラグマティックな意味
では役立たなくても，それ自体意義があるものと
思っている。私は，これを勝手に“数学或いは美
の個人的意義”と呼ぶことにしている。
さて，冒頭で述べたように私は絵をはじめた。
個人的意義は十分であったが，社会的意義はまだ
ゼロに等しい。この雑文で書いたことは，“当た
り前”か逆に“全くインチキ”として直ちに論破
されるようなこじつけが多いと思いますがお許し
ください。
（かんだ・まもる　数学系教授）
図書館見学案内事情
筑波大学附属図書館を30分間でＰＲする。それ
がどんなに難しいことか，本当に今日は上手くで
きたということがありません。
「開かれた図書館」「集中管理」「全面開架」「電
子図書館」・・・決まり文句と，統計データを駆
使しても見学者の心をつかむのは容易なことでは
ないのです。
図書館公開係では主に中央図書館の見学につい
て担当しています。筑波大学附属図書館は開館以
来見学者が大変多く，見学にまつわるエピソード
などもたくさんあったようです。
今回はそんなこともまじえながら，中央図書館
の見学についてその一端をご紹介します。
＜図書館オリエンテーションと館内案内＞
図書館見学者は，大きく学内者と学外者に分け
られますが，学内者向け見学として図書館オリエ
ンテーションの一環での館内案内があります。
新入生を対象にレファレンス係で開催するフレ
ッシュマンセミナーでは，図書館の利用案内，
OPACの操作方法等と併せ，館内ツアーを行ない
ます。先生から出題された課題の資料を探したり，
各カウンターの紹介やコピー機の場所，ちょっと
した図書館利用のコツなども入れながらのツアー
です。年間10件くらい，500人以上の新入生が参
加しています。また毎年 4月には理療科教員養成
施設の新入生の方々も来られます。目の不自由な
方への館内案内なので，専門知識の豊富な附属図
書館ボランティアのサポートで実施しています。
とにかく新入生の皆さんには，これからの大学生
活に欠かせない図書館をよく知ってもらいます。
新入生の皆さんと並んでもう一つのお得意様は
留学生の方々です。図書館では年に数回留学生向
けの図書館オリエンテーションを開催していま
す。日本語での案内，英語での案内があり，それ
ぞれに工夫をこらした館内ツアーとOPACの操作
方法のガイド補助を行います。外国語が堪能なボ
ランティアの方々が大活躍しています。
図書館見学承ります！
